
旭医大達第１２号 

令和６年１月１０日 

 

旭川医科大学における動物実験等の実施に関する規程の一部を改正する規程を次のように定める。 

 

旭川医科大学長  西 川 祐 司 

 

旭川医科大学における動物実験等の実施に関する規程の一部を改正する規程 

 

 旭川医科大学における動物実験等の実施に関する規程（平成19年旭医大達第15号）の一部について，下表右欄（「現行」欄）を同表左欄（「改正

後」欄）のように改正する。 

※下線部分は，改正箇所を示す。 

改      正      後 現            行 

（略） （略） 

（趣旨） 
第1条 この規程は，動物の愛護及び管理に関する法律（昭和48年法律第

105号。以下「法」という。），実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の

軽減に関する基準（平成18年環境省告示第88号。以下「飼養保管基準」

という。）及び研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針

（平成18年文部科学省告示第71号。以下「基本指針」という。）を踏ま

え，日本学術会議が策定した動物実験の適正な実施に向けたガイドラ

イン（平成18年6月1日。以下「ガイドライン」という。）に基づき，科

学的観点，動物愛護の観点及び環境保全の観点並びに動物実験等を行

う教職員・学生等の安全確保の観点から，旭川医科大学（以下「本学」

という。）における，実験動物の飼養及び保管に係る管理運営体制の整

備並びに動物実験等の適正な実施方法に関し，学長の責務，動物実験委

員会の設置，動物実験計画の承認手続き，実験動物の飼養，保管等必要

な事項を定めるものとする。 
 
（定義） 

第2条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に

定めるところによる。 

（趣旨） 
第1条 この規程は，動物の愛護及び管理に関する法律（昭和48年法律第

105号。以下「法」という。），実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の

軽減に関する基準（平成18年環境省告示第88号，平成25年環境省告示

第84号。以下「飼養保管基準」という。）及び研究機関等における動物

実験等の実施に関する基本指針（平成18年文部科学省告示第71号。以

下「基本指針」という。）を踏まえ，日本学術会議が策定した動物実験

の適正な実施に向けたガイドライン（平成18年6月1日。以下「ガイド

ライン」という。）に基づき，旭川医科大学（以下「本学」という。）

における動物実験等の適正な実施方法に関し，必要な事項を定めるも

のとする。 
 
 
 
 
（定義） 

第2条 この規程において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に

定めるところによる。 



 
(1) 実験動物 動物実験等の利用に供するため，施設等で飼養又は保

管している哺乳類，鳥類又は爬虫類に属する動物（施設等に導入する

ために輸送中のものを含む）をいう。 
(2) 動物実験等 前号に規定する実験動物を教育，試験研究又は生物

学的製剤の製造の用その他の科学上の利用に供することをいう。 
(3) 動物実験計画 動物実験等を行うため，事前に立案する計画をいう。

(4) 飼養保管施設 実験動物を恒常的に飼養若しくは保管又は動物実

験等を行う区域及び設備をいう。 
(5) 飼養保管室 飼養保管施設の管理者及び実験動物管理者による一

体化した管理体制の下で，実験動物を恒常的に飼養若しくは保管又

は動物実験等を行う区域をいう。 
(6) 実験室 実験動物に実験処置（48時間以内の一時的保管を含む）

を施す室をいう。 
(7) 施設等 飼養保管施設，飼養保管室及び実験室をいう。 
(8) 管理者 学長の命を受け，実験動物及び施設等の管理を担当する

総括的な責任者であり，研究技術支援センター長をいう。 
(9) 実験動物管理者 飼養保管施設及び飼養保管室において管理者を

補佐し，実験動物に関する知識及び経験を有する実験動物の管理を

担当する者をいう。 
(10) 動物実験実施者 動物実験等を実施する者をいう。（新設） 
(11) 動物実験責任者 動物実験実施者のうち，動物実験等の実施に関

する業務を統括する者をいう。 
（削除） 

(12) 飼養者 実験動物管理者又は動物実験実施者の下で実験動物の

飼養又は保管に従事する者をいう。 
(13) 管理者等 学長，管理者，実験動物管理者，実験動物実施者及び

飼養者をいう。（新設） 
(14) 指針等 基本指針並びに厚生労働省及び農林水産省から示されて

いる動物実験等の実施に関する基本指針並びにガイドラインをいう。

 

 
(1) 実験動物 動物実験等のため，施設等で飼養又は保管している哺

乳類，鳥類又は爬虫類に属する動物をいう。 
 
(2) 動物実験等 前号に規定する実験動物を教育，試験研究又は生物

学的製剤の製造の用その他の科学上の利用に供することをいう。 
(3) 動物実験計画 動物実験等を行うため，事前に立案する計画をいう。 
(4) 飼養保管施設 実験動物を恒常的に飼養若しくは保管又は動物実

験等を行う区域及び設備をいう。 
(5) 飼養保管室 飼養保管施設の管理者及び実験動物管理者による一

体化した管理体制の下で，実験動物を恒常的に飼養若しくは保管又

は動物実験等を行う区域をいう。 
(6) 実験室 実験動物に実験処置を施す室をいう。 
 
(7) 施設等 飼養保管施設及び実験室をいう。 
(8) 管理者 学長の命を受け，実験動物及び施設等を管理する研究技

術支援センター長をいう。 
(9) 実験動物管理者 管理者を補佐し，実験動物に関する知識及び経

験を有する実験動物の管理を担当する者をいう。 
 
 
(10) 動物実験責任者 各講座等において，動物実験等の実施に関する

業務を統括する者をいう。 
(11) 動物実験実施者 動物実験等を実施する者をいう。 
(12) 飼養者 実験動物管理者又は動物実験実施者の下で実験動物の

飼養又は保管に従事する者をいう。 
 
 
(13) 指針等 基本指針及びガイドラインをいう。 
 
 



 
（基本原則） 

第3条 動物実験等については，法，飼養保管基準，基本指針，動物の殺

処分方法に関する指針（平成7年総理府告示第40号），その他の法令等

に定めがあるもののほか，この規程の定めるところによるものとする。

（新設） 
2 動物実験等の実施に当たっては，法及び飼養保管基準に則し，動物実

験等の原則である代替法の利用（科学上の利用の目的を達することが

できる範囲において，できる限り動物を供する方法に代わり得るもの

を利用することをいう。以下同じ。），使用数の削減（科学上の利用の

目的を達することができる範囲において，できる限りその利用に供さ

れる動物の数を少なくすること等により実験動物を適切に利用するこ

とに配慮することをいう。以下同じ。）及び苦痛の軽減（科学上の利用

に必要な限度において，できる限り動物に苦痛を与えない方法によっ

てしなければならないことをいう。以下同じ。）の3R（Replacement，
Reduction，Refinement）に基づき，適正に実施しなければならない。

（新設） 
3 実験動物の飼養及び保管に当たっては，科学上の利用の目的を達する

ことができる範囲において，動物福祉の基本理念である5つの自由（飢

え及び渇きからの解放，肉体的不快感及び苦痛からの解放，傷害及び疾

病からの解放，恐怖及び精神的苦痛からの解放，本来の行動様式に従う

自由）に配慮して実施すること。（新設） 
 
（学長の責務） 

第4条 学長は，本学において行われる動物実験等の適正な実施並びに実

験動物の飼養及び保管について 終的な責任者として総括管理する。 
2 学長は，動物実験計画の承認，実施状況及び結果の把握とその結果に

基づく改善措置，飼養保管施設の整備，飼養保管室及び実験室の承認，

動物実験等に係る安全管理，教育訓練，自己点検・評価，外部の専門家

による検証，情報公開，その他の動物実験等の適正な実施に必要な措置

に関して責務を負う。（新設） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（学長の責務） 

第3条 学長は，本学において行われる動物実験等の適正な実施並びに実

験動物の飼養及び保管について 終的な責任者として総括管理する。 
 
 
 
 
 



（動物実験委員会） 
第5条 学長は，この規程の適正な運用を図り，前条の責務を遂行するた

めに報告又は助言を行う組織として，本学に動物実験委員会（以下「委

員会」という。）を置く。 
2 委員会の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。 

 
（動物実験等の承認） 

第6条 動物実験責任者は，動物実験の実施に当たって，法及び飼養保管

基準に則し，3Rの理念を踏まえ，別に定める様式により動物実験計画

（年度単位）を申請し，学長の承認を得なければならない。また，承認

を得た動物実験計画を変更又は更新しようとする場合も同様とする。 
 
2 学長は，前項の申請があったときは，委員会の審査を経て，その承認

又は不承認の決定を行うものとする。 
3 前項の規定により承認された動物実験計画の有効期間は，当該年度の

範囲内とする。（新設） 
 
（動物実験実施者の責務）（新設） 

第7条 動物実験実施者は，動物実験等の実施に当たって，法，飼養保管

基準，指針等及び前条で承認を得た動物実験計画の内容を遵守しなけ

ればならない。 
 
（動物実験実施後の報告） 

第8条 動物実験責任者は，動物実験等について，別に定める様式により，

使用実験動物数，計画からの変更の有無，動物実験等の成果等について

学長に報告しなければならない。 
 
（飼養保管室及び実験室の承認等） 

第9条 動物実験責任者は，飼養保管室及び実験室を設置等する場合，別

に定める様式により学長に申請し，委員会の審査を経て承認を得なけ

ればならない。 

（動物実験委員会） 
第4条 この規程の適正な運用を図るため，本学に動物実験委員会（以下

「委員会」という。）を置く。 
 
2 委員会の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。 

 
（動物実験等の承認） 

第5条 動物実験責任者は，動物実験の実施に当たって，法及び飼養保管

基準に則し，代替法の利用(Replacement)，使用数の削減(Reduction)及
び苦痛の軽減(Refinement)の3Rの理念を踏まえ，別に定める様式によ

り動物実験計画を申請し，学長の承認を得なければならない。承認を得

た動物実験計画を変更しようとする場合も同様とする。 
2 学長は，前項の申請があったときは，委員会の審査を経て，その承認

又は不承認の決定を行うものとする。 
 
 
 
 
第6条 動物実験実施者は，動物実験等の実施に当たって，法，飼養保管

基準，指針等及び前条で承認を得た動物実験計画の内容を遵守しなけ

ればならない。 
 
（実験実施後の報告） 

第7条 動物実験責任者は，動物実験等について，別に定める様式により，

使用実験動物数，計画からの変更の有無及び動物実験等の成果等につ

いて学長に報告しなければならない。 
 
（飼養保管施設及び実験室の承認等） 

第8条 動物実験責任者は，飼養保管施設及び実験室を設置等する場合，

別に定める様式により学長に申請し，委員会の審査を経て承認を得な

ければならない。 



（飼養保管施設等及び実験室の廃止） 
第10条 動物実験責任者は，飼養保管室及び実験室を廃止する場合，別に

定める様式により学長に届け出なければならない。 
2 管理者は，飼養保管施設，飼養保管室及び実験室を廃止する場合，必

要に応じて動物実験責任者と協力し，飼養又は保管中の実験動物を他

の施設等に譲り渡すよう努めなければならない。 
 
（飼養者の責務） 

第11条 飼養者は，動物実験等を実施する際の実験動物の飼養及び保管

に当たって，法及び飼養保管基準を踏まえ，科学的及び動物愛護の観点

から適切に行なわなければならない。 
 
（教育訓練） 

第12条 実験動物管理者，動物実験実施者又は飼養者は，動物実験又は飼

養保管に必要な教育訓練を受けなければならない。 
 
（措置等） 

第13条 学長は，動物実験実施者がこの規程又は旭川医科大学における

動物実験等に関する取扱細則（平成19年12月20日学長裁定）を遵守し

ない場合，委員会の審議を経て，指導，改善命令，動物実験の中止の指

示又は承認の取消しを行うものとする。 
 
（雑則） 

第14条 この規程に定めるもののほか，この規程の実施に関し必要な事

項は，学長が定める。 

（飼養保管施設及び実験室の廃止） 
第9条 動物実験責任者は，飼養保管室及び実験室を廃止する場合，別に

定める様式により学長に届け出なければならない。 
2 管理者は，飼養保管施設，飼養保管室及び実験室を廃止する場合，必

要に応じて動物実験責任者と協力し，飼養又は保管中の実験動物を他

の施設等に譲り渡すよう努めなければならない。 
 
（実験動物の飼養及び保管） 

第10条 動物実験等を実施する際の実験動物の飼養及び保管は，法及び

飼養保管基準を踏まえ，科学的及び動物愛護の観点から適切に行なわ

なければならない。 
 
（教育訓練） 

第11条 動物実験実施者又は飼養者は，動物実験又は飼養保管に必要な

教育訓練を受けなければならない。 
 
（措置等） 

第12条 学長は，動物実験責任者又は動物実験実施者が本規程又は旭川

医科大学における動物実験等に関する取扱細則（平成19年12月20日学

長裁定）を遵守しない場合，委員会の審議を経て，指導，改善命令，動

物実験の中止の指示又は承認の取消しを行うものとする。 
 
（雑則） 

第13条 この規程に定めるもののほか，この規程の実施に関し必要な事

項は，学長が定める。 

（略） （略） 

附 則 

この規程は，令和6年1月10日から施行する。 

 

 

【改正理由】 

国立大学法人動物実験施設協議会が提供する機関内規程案にあわせ

て，所要の改正を行うものである。 

 

 
 


